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裏
路地

険
探

■
橋
り
ょ
う
と
暮
ら
す
ま
ち
、
余
部
を
歩
く
／
香
美
町
香
住
区
余
部

鉄
橋
か
ら
新
橋
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
余
部
橋
り
ょ
う

橋
り
ょ
う
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
約
百
年
の
歴
史
…

さ
ら
な
る
百
年
に
向
け
て
動
き
始
め
た
余
部
を
歩
く

　

１
年
前
の
夏
、
約
１
０
０
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
た
余
部
鉄
橋
。
架
け
替
え
ら

れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
旧
橋
の
ス
レ
ン

ダ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
、
直
線
で
構

成
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
な
美
し
さ
を
み
せ
る
。

　

新
し
い
橋
を
通
り
過
ぎ
る
列
車
の
音

は
、
以
前
に
比
べ
て
遥
か
に
静
か
。「
以

前
は
列
車
が
通
る
音
で
時
間
を
計
っ
た

が
、
今
で
は
通
り
過
ぎ
た
こ
と
に
気
づ
か

な
い
時
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
、
地
元

の
人
が
教
え
て
く
れ
た
。

　

明
治
45
年
１
月
に
鉄
橋
が
開
通
し
た

こ
と
に
よ
り
、
香
美
町
香
住
区
に
あ
る

余
部
の
町
は
、
こ
の
橋
り
ょ
う
と
と
も
に

い
つ
も
暮
ら
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
か
つ
て
は
陸
の
孤
島
と
呼
ば
れ

て
い
た
場
所
。
北
は
日
本
海
、
三
方
を
山

で
囲
ま
れ
、
町
へ
出
る
た
め
に
は
、
車
も

通
れ
な
い
峠
道
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
地
名
か
ら
も

う
か
が
え
る
。「
余
部
」
と
い
う
地
名
は

各
地
に
あ
り
、
律
令
時
代
、
50
戸
を
郷

（
里
）
と
し
た
が
、
そ
れ
に
満
た
な
い
小

集
落
を
「
余あ

ま
る
べ戸
」
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
ぐ

ら
い
人
が
住
む
に
は
、
厳
し
い
土
地
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

　

鉄
道
が
開
通
し
て
便
利
に
な
る
か
と

思
わ
れ
た
余
部
地
区
で
あ
っ
た
が
、
肝

心
の
駅
は
建
設
さ
れ
ず
、
頭
上
を
汽
車

が
通
り
過
ぎ
る
だ
け
だ
っ
た
。

　
「
汽
車
に
乗
る
た
め
に
は
、
隣
り
の
鎧

よ
ろ
い

駅
ま
で
鉄
橋
を
渡
り
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
て
約
１・８
キ
ロ
。
ト
ン
ネ
ル
は
運
行
の

合
間
を
縫
っ
て
す
り
抜
け
て
い
た
の
で
、

臨
時
列
車
が
き
た
時
は
冷
や
汗
も
の
で

し
た
」
と
は
、
案
内
役
の
山
本
和
夫
さ

ん
。
余
部
に
駅
を
設
置
す
る
こ
と
は
住

民
の
悲
願
と
な
っ
て
い
た
。

　
「
こ
の
道
も
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

造
っ
た
の
で
す
よ
」
と
山
本
さ
ん
。
小
中

学
生
が
訴
え
た
手
紙
に
、
当
時
の
県
知

事
や
国
鉄
総
裁
が
心
を
動
か
さ
れ
、
昭

餘部駅へ上がる道からは、新旧の橋りょうを見ることが
できる。残された鉄橋は空中散歩が楽しめる展望施設
「空の駅」として活用されることになっていて、余部の新
しい観光名所として期待されている。

駅名は「餘部駅」と表記さ
れ、地区名と異なる。これ
は姫新線の余部（よべ）駅と
区別するためとされる。構
内には鉄橋の一部を活用し
たベンチが置かれている。

安養寺の薬師堂には薬師如来像を始めとして、
７体もの仏像が祀られている。その昔、旅人の
治療院として、病気平癒の祈願が行われていた。

曹洞宗の古刹である長福寺。意匠の凝らした彫刻が見事
な山門は柱が12本もあり、珍しいのだそう。また、境内
にある２本のタブノキは町の文化財に指定されている巨
木。余部橋りょうを望むことができ、絶好の写真スポッ
トにもなっている。 駅展望台から橋りょうを望む。

隣りの鎧駅まで約2.5キロの「たか
のすの森」遊歩道が整備されいる。
途中には展望台があり、日本海の絶
景が望める。
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URAROJI TANKEN

●裏路地探険に参加してみませんか！
平成23年10月8日（土） 10:00 〜 12:00

「建屋（たきのや）周辺を歩く」 養父市建屋
＊実施日の10日前までに、18ページ掲載のＴ2編集
部へ、住所・氏名・年齢・電話番号・「裏路地参加
希望」とお書きの上、ハガキで申し込みください。開
催は午前中、現地集合・現地解散となります。申込
締切日後、案内を参加ご希望の方へ送付致します。

和
34
年
に
駅
の
新
設
が
決
定
さ
れ
た
。

少
し
で
も
経
費
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
、
大
人
や
子
ど
も
た
ち
が
総
出
で
駅

ま
で
の
道
を
造
り
、ホ
ー
ム
の
基
礎
と
な

る
石
を
浜
か
ら
運
び
上
げ
た
そ
う
だ
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
学
校
の
行
き
帰
り

に
、
浜
の
グ
リ
石
を
拾
っ
て
運
ん
だ
も
の

で
す
。
私
も
そ
の
ひ
と
り
。
駅
が
で
き
た

時
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

と
、
感
慨
深
げ
に
山
本
さ
ん
は
語
っ
た
。

　

駅
が
で
き
て一
番
喜
ん
だ
の
は
子
ど
も

た
ち
で
、
毎
日
交
代
で
掃
除
を
し
た
そ

う
だ
。
今
で
も
子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ

り
、
駅
は
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
る
。

　

昨
年
秋
に
復
活
し
た
駅
の
展
望
台

は
、
橋
り
ょ
う
と
日
本
海
、
そ
し
て
集

落
全
体
が
見
渡
せ
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
。

海
か
ら
は
激
し
い
季
節
風
が
吹
き
つ
け

る
た
め
、
家
々
が
海
に
対
し
て
縦
向
き

に
建
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
港
町
特
有

の
焼
き
板
の
壁
も
風
情
が
あ
っ
て
い
い
。

　

来
年
に
は
橋
下
に
道
の
駅
が
完
成
予

定
。
さ
ら
に
残
さ
れ
た
３
基
の
旧
鉄
橋

を
活
用
し
た
展
望
施
設
「
空
の
駅
」
が

整
備
さ
れ
る
計
画
も
進
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
な
る
１
０
０
年
へ
と
、
橋
り
ょ
う

と
と
も
に
歩
み
始
め
た
余
部
の
町
。

ロ
ー
カ
ル
線
に
揺
ら
れ
て
、
餘
部
駅
で
ひ

と
休
み
。
先
人
た
ち
の
歴
史
に
思
い
を

は
せ
な
が
ら
、の
ん
び
り
と
足
の
向
く
ま

ま
旅
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

案内役の
山本和夫さん

長谷川の河口にある弁
天さん。海の守り神と
して、信仰されている。

集落の氏神である「伊岐佐（いきさ）神社」。歴史は
古く、文武天皇の時代、疫病を鎮めるために創建さ
れたと伝わる。毎年、7月中旬に例祭が行われる。

海側の集落は海風を耐えしのぐ
ために家々が密集し、細い路地が
入り組んでいる。水害の多い場
所だったこともあり、浜にはお地
蔵さん（上）が安置されいている。

民家の軒先にある石碑。明
治の大火のおり、ここで火
が止まったことを記念し
て、火の神として祀ってい
るそうだ。

至
新
温
泉
町
・
鳥
取

隣りの鎧駅まで約2.5キロの「たか
のすの森」遊歩道が整備されいる。
途中には展望台があり、日本海の絶
景が望める。

安養寺

薬師堂

愛宕神社
JR 山陰本線

至
久
谷
駅

西川

日本海

伊岐佐神社 至御崎地区

余部浜製塩遺跡

余部列車
事故慰霊碑

ログハウス
一滴亭

余部鉄橋 
ギャラリー
虹と花の谷

至
鎧
駅

弁天さん

餘部駅

鉄橋のベンチ

旧鉄橋

長福寺

展望台

余部小学校

余部地区
公民館

国道178 号

至香住・豊岡市

国
道
１
７
８
号

餘部駅から久谷駅までは
急勾配が続き、旧鉄道省
の規定で余部には駅を作
ることができなかった。

メインストリートで、屋
号のある家が多い。 新橋へ短期間に付け替

えるため、S字型の橋
桁を回転させて、現行
路線に接続した。

石碑


